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支部 日程 会場 講師 テーマ

北海道 9月29 日 北海道 ＫＫＲホテル
東北学院大学
教授　吉田　望氏

液状化と液状化に伴う
地中構造物の被害

八戸圏域水道企業団
課長補佐　 内宮　靖隆氏

強靭な水道施設に向けた
管路耐震化の推進

東　北

8月9 日 宮城県 ハーネル仙台「蔵王」
東北学院大学
教授　吉田　望氏

液状化と液状化に伴う
地中構造物の被害

国立環境研究所
理事　石飛　博之氏 東日本大震災の教訓と災害環境研究

10 月20 日 岩手県
ホテル東日本盛岡
「鳳凰の間」

東北学院大学
教授　吉田　望氏

液状化と液状化に伴う
地中構造物の被害

国立環境研究所
理事　石飛　博之氏 東日本大震災の教訓と災害環境研究

関　東

9月9 日 新潟県
新潟日報メディアシップ
２Ｆ日報ホール

東北学院大学
教授　吉田　望氏

液状化と液状化に伴う
地中構造物の被害

公営企業アドバイザー　
佐藤　裕弥氏

水道事業基盤強化方策と
官民連携による改革事例について

9月27日 埼玉県
埼玉県県民健康センター
大ホール

金沢大学
教授　 宮島　昌克氏

熊本地震における
被害の特徴と今後の課題

八戸圏域水道企業団
課長補佐　 内宮　靖隆氏

強靭な水道施設に向けた
管路耐震化の推進

10 月12日 静岡県 静岡市民文化会館
山口大学
副学長　三浦　房紀氏 南海トラフ巨大地震に備える

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業における広域化と経営の効率化

10 月26 日 栃木県
栃木県総合文化センター
第 2会議室

金沢大学
教授　 宮島　昌克氏

熊本地震における
被害の特徴と今後の課題

秩父広域市町村圏組合水道局
主席主幹　町田　忠男氏

秩父地域における
水道広域化の取組みについて

11月18 日 長野県 ホテル国際２１ 
長野市県町 576

名古屋大学減災連携研究センター
准教授　平山　修久氏

直下型地震に備えた
危機管理のあり方

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業における広域化と経営の効率化

11月25日 群馬県
群馬県青少年会館
大会議室 
前橋市荒牧町 2-12

首都大学東京　准教授　
荒井　康裕氏 水道システムとエネルギー

厚生労働省水道課
課長補佐　近藤　才寛氏 水道事業の課題と今後の展望

12 月9 日 茨城県 茨城県開発公社ビル
水戸市笠原町 978-25

千葉大学
准教授　丸山　喜久氏

近年の地震時の際の
埋設管路網の被害分析

日本水道協会
工務部部長　木村　康則氏

事業環境の変化と危機管理（技術力の確保）
〜現場・業務の今昔を踏まえて〜

支部 日程 会場 講師 テーマ

関　東 1月20 日 千葉県
千葉市生涯学習センター
ホール 
千葉市中央区
弁天 3-7-7

京都大学大学院
教授　伊藤　禎彦氏

水道施設更新需要と再構築・高機能
化から見た技術ニーズ（仮題）

大阪広域水道企業団
技術長　松本　要一氏

大阪府内の水道広域化について
（府域一水道を目指して）（仮題）

中　部

11月22日 石川県
金沢勤労者プラザ
101研修室 
金沢市北安江 3-2-20

名古屋市上下水道局
前局長　小林　寛司氏

名古屋市上下水道事業中期経営計画
「みずプラン 32」

金沢大学
教授　 宮島　昌克氏

熊本地震における
被害の特徴と今後の課題

12 月1日 愛知県
名古屋国際センター
第一会議室 
名古屋市中村区
那古野 1 丁目 47-1

名古屋市上下水道局
前局長　小林　寛司氏

名古屋市上下水道事業中期経営計画
「みずプラン 32」

名古屋大学減災連携研究センター
准教授　平山　修久氏

南海トラフ巨大地震に備えた
水道システムのあり方

関　西

8月26 日 大阪府
建設交流会館
8階グリーンホール 

水資源機構経営企画部　
次長　熊谷　和哉氏 水道事業の現在位置と将来

東北学院大学
教授　吉田　望氏

液状化と液状化に伴う
地中構造物の被害

11月28 日 奈良県
エルトピア奈良
3階大会議室 
奈良市西木辻町 93-6

首都大学東京大学院
都市環境科学研究科
特任教授　小泉　明氏

水道システムに関する
最近の共同研究

厚生労働省水道課
課長補佐　近藤　才寛氏 水道事業の課題と今後の展望

12 月13 日 兵庫県
加古川市民会館大会議室 
加古川市加古川町
北在家 2000

岐阜大学工学部
教授　能島　暢呂氏

水道システムの
地震時信頼性を高めるために

厚生労働省水道課
課長補佐　長平　武信氏 水道事業の課題と今後の展望

中国四国
・

関西合同
10 月14 日 愛媛県

アイテムえひめ
（愛媛国際貿易センター） 

日本水道協会
工務部部長　木村　康則氏

事業環境の変化と危機管理（技術力の確保）
〜現場・業務の今昔を踏まえて〜

水資源機構経営企画部　
次長　熊谷　和哉氏 水道事業の現在位置と将来

中国四国 7月19 日 広島県 合人社ウェンデイ
ひと・まちプラザ 神戸大学大学院

准教授　鍬田　泰子氏
来たるべき巨大地震災害に
備えるために水道事業ができること

九　州

9月15日 福岡県 都久志会館

東京大学大学院
教授　滝沢　智氏

水道施設の更新に向けた課題と
新たな取り組み

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業における広域化と経営の効率化

9月29 日 佐賀県 メートプラザ佐賀

関東学院大学
教授　若松　加寿江氏 平成 28 年熊本地震の課題と教訓

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業における広域化と経営の効率化

11月24 日 沖縄県 沖縄県青年会館 
那覇市久米 2-15-23

関東学院大学　
教授　若松　加寿江氏 平成 28 年熊本地震の課題と教訓

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業における広域化と経営の効率化

　日ຊダクタイル鉄管ڠձではීٴଅਐをతとして、ࠓ年は以下のΑうなߨԋձを։࠵しています。
年の։࠵まͩ༧定していますので、ੋ ඇと͝ࢀ加下さい。（ৄࡉにͭいては)P 等で͝Ҋします）
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支部 日程 会場 講師 テーマ

北海道 9月29 日 北海道 ＫＫＲホテル
東北学院大学
教授　吉田　望氏

液状化と液状化に伴う
地中構造物の被害

八戸圏域水道企業団
課長補佐　 内宮　靖隆氏

強靭な水道施設に向けた
管路耐震化の推進

東　北

8月9 日 宮城県 ハーネル仙台「蔵王」
東北学院大学
教授　吉田　望氏

液状化と液状化に伴う
地中構造物の被害

国立環境研究所
理事　石飛　博之氏 東日本大震災の教訓と災害環境研究

10 月20 日 岩手県
ホテル東日本盛岡
「鳳凰の間」

東北学院大学
教授　吉田　望氏

液状化と液状化に伴う
地中構造物の被害

国立環境研究所
理事　石飛　博之氏 東日本大震災の教訓と災害環境研究

関　東

9月9 日 新潟県
新潟日報メディアシップ
２Ｆ日報ホール

東北学院大学
教授　吉田　望氏

液状化と液状化に伴う
地中構造物の被害

公営企業アドバイザー　
佐藤　裕弥氏

水道事業基盤強化方策と
官民連携による改革事例について

9月27日 埼玉県
埼玉県県民健康センター
大ホール

金沢大学
教授　 宮島　昌克氏

熊本地震における
被害の特徴と今後の課題

八戸圏域水道企業団
課長補佐　 内宮　靖隆氏

強靭な水道施設に向けた
管路耐震化の推進

10 月12日 静岡県 静岡市民文化会館
山口大学
副学長　三浦　房紀氏 南海トラフ巨大地震に備える

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業における広域化と経営の効率化

10 月26 日 栃木県
栃木県総合文化センター
第 2会議室

金沢大学
教授　 宮島　昌克氏

熊本地震における
被害の特徴と今後の課題

秩父広域市町村圏組合水道局
主席主幹　町田　忠男氏

秩父地域における
水道広域化の取組みについて

11月18 日 長野県 ホテル国際２１ 
長野市県町 576

名古屋大学減災連携研究センター
准教授　平山　修久氏

直下型地震に備えた
危機管理のあり方

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業における広域化と経営の効率化

11月25日 群馬県
群馬県青少年会館
大会議室 
前橋市荒牧町 2-12

首都大学東京　准教授　
荒井　康裕氏 水道システムとエネルギー

厚生労働省水道課
課長補佐　近藤　才寛氏 水道事業の課題と今後の展望

12 月9 日 茨城県 茨城県開発公社ビル
水戸市笠原町 978-25

千葉大学
准教授　丸山　喜久氏

近年の地震時の際の
埋設管路網の被害分析

日本水道協会
工務部部長　木村　康則氏

事業環境の変化と危機管理（技術力の確保）
〜現場・業務の今昔を踏まえて〜

支部 日程 会場 講師 テーマ

関　東 1月20 日 千葉県
千葉市生涯学習センター
ホール 
千葉市中央区
弁天 3-7-7

京都大学大学院
教授　伊藤　禎彦氏

水道施設更新需要と再構築・高機能
化から見た技術ニーズ（仮題）

大阪広域水道企業団
技術長　松本　要一氏

大阪府内の水道広域化について
（府域一水道を目指して）（仮題）

中　部

11月22日 石川県
金沢勤労者プラザ
101研修室 
金沢市北安江 3-2-20

名古屋市上下水道局
前局長　小林　寛司氏

名古屋市上下水道事業中期経営計画
「みずプラン 32」

金沢大学
教授　 宮島　昌克氏

熊本地震における
被害の特徴と今後の課題

12 月1日 愛知県
名古屋国際センター
第一会議室 
名古屋市中村区
那古野 1 丁目 47-1

名古屋市上下水道局
前局長　小林　寛司氏

名古屋市上下水道事業中期経営計画
「みずプラン 32」

名古屋大学減災連携研究センター
准教授　平山　修久氏

南海トラフ巨大地震に備えた
水道システムのあり方

関　西

8月26 日 大阪府
建設交流会館
8階グリーンホール 

水資源機構経営企画部　
次長　熊谷　和哉氏 水道事業の現在位置と将来

東北学院大学
教授　吉田　望氏

液状化と液状化に伴う
地中構造物の被害

11月28 日 奈良県
エルトピア奈良
3階大会議室 
奈良市西木辻町 93-6

首都大学東京大学院
都市環境科学研究科
特任教授　小泉　明氏

水道システムに関する
最近の共同研究

厚生労働省水道課
課長補佐　近藤　才寛氏 水道事業の課題と今後の展望

12 月13 日 兵庫県
加古川市民会館大会議室 
加古川市加古川町
北在家 2000

岐阜大学工学部
教授　能島　暢呂氏

水道システムの
地震時信頼性を高めるために

厚生労働省水道課
課長補佐　長平　武信氏 水道事業の課題と今後の展望

中国四国
・

関西合同
10 月14 日 愛媛県

アイテムえひめ
（愛媛国際貿易センター） 

日本水道協会
工務部部長　木村　康則氏

事業環境の変化と危機管理（技術力の確保）
〜現場・業務の今昔を踏まえて〜

水資源機構経営企画部　
次長　熊谷　和哉氏 水道事業の現在位置と将来

中国四国 7月19 日 広島県 合人社ウェンデイ
ひと・まちプラザ 神戸大学大学院

准教授　鍬田　泰子氏
来たるべき巨大地震災害に
備えるために水道事業ができること

九　州

9月15日 福岡県 都久志会館

東京大学大学院
教授　滝沢　智氏

水道施設の更新に向けた課題と
新たな取り組み

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業における広域化と経営の効率化

9月29 日 佐賀県 メートプラザ佐賀

関東学院大学
教授　若松　加寿江氏 平成 28 年熊本地震の課題と教訓

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業における広域化と経営の効率化

11月24 日 沖縄県 沖縄県青年会館 
那覇市久米 2-15-23

関東学院大学　
教授　若松　加寿江氏 平成 28 年熊本地震の課題と教訓

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業における広域化と経営の効率化

　日ຊダクタイル鉄管ڠձではීٴଅਐをతとして、ࠓ年は以下のΑうなߨԋձを։࠵しています。
年の։࠵まͩ༧定していますので、ੋ ඇと͝ࢀ加下さい。（ৄࡉにͭいては)P 等で͝Ҋします）
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規格ニュース
平成 28.11 第 99 号

　設計水圧 1.0 ＭＰ a 以下の農業用水、下水道 ( 汚水・汚泥を除く ) などに用いるＡＬＷ形ダクタイル鋳鉄管は、
平成 27 年 2 月12 日付けで呼び径 300 ～ 400 を JDPA Ｇ 1053 として制定した。また、平成 27 年 8 月 6
日付けで呼び径 450 ～ 600 を JDPA Ｇ 1053-2 として制定した。さらに、平成 28 年 8 月 3 日付けで呼び
径 700、800 を追加、JDPA Ｇ 1053 と JDPA Ｇ 1053-2 を統合して改正した。
　ＡＬＷ形ダクタイル鋳鉄管の概要を下表に示す。

ＪＤＰＡ Ｇ １０５３ （ＡＬＷ形ダクタイル鋳鉄管）の改正

項目 呼び径 300 ～ 600 呼び径 700、800

継手の構造

直　管 直　管

異形管：JIS Ｇ 5527（ダクタイル鋳鉄異形管）及び JDPA Ｇ 1027（農業用水用ダクタイル鋳鉄管）の異形
管を使用する。
　JDPA Ｇ 1027 の異形管を下表に示す。

呼び径 異形管の種類
300 ～  600 Ｋ形両受曲管（90°、60°、45°、30°、22 1/2°、11 1/4°、5 5/8°）
600 ～ 1500 Ｋ形曲管（60°、30°）
300 ～ 2000 Ｔ形用継ぎ輪

注記　Ｋ形両受曲管及びＫ形曲管は、JDPA Ｇ 1027-2016 の改正によって追加した｡

管厚

直　管：

内面塗装 直　管：エポキシ樹脂粉体塗料に無機系材料を混合した塗装
外面塗装 合成樹脂塗料（褐色）

外観

直管

ＡＬＷ形ダクタイル鋳鉄管の管厚 単位㎜

管種 呼び径
300 350 400 450 500 600 700 800

ＡＬ1 種管  6.0  7.0  7.5  8.5  9.0 10.5 11.5 12.0
ＡＬ 2 種管  4.5  4.5  5.0  5.5  5.5  6.5  7.5  7.5

ＡＬＷ形ダクタイル鋳鉄管の概要

　ＮＳ形ダクタイル鋳鉄管（Ｅ種管）〔以下、ＮＳ形管（Ｅ種管）という。〕は、ＮＳ形ダクタイル鋳鉄管やＧＸ形ダ
クタイル鋳鉄管と同等の耐震性能と優れた施工性を有し、さらに、経済性と軽量化を実現した設計水圧 1.3 ＭＰ a
以下で使用する耐震管として、平成 27 年 12 月17 日付で呼び径 75、100 の直管の規格を制定した｡
　その後、直管と同様に経済性と軽量化を実現した異形管を追加して平成 28 年 6 月 3 日付で改正した。
　さらに、呼び径 150 を平成 28 年 10 月 6 日付けで制定した。
　ＮＳ形管（Ｅ種管）とＮＳ形管との比較を下表に示す。

ＪＤＰＡ Ｇ １０４２－２ 〔ＮＳ形ダクタイル鋳鉄管 (Ｅ種管 )〕の改正

ＮＳ形管（Ｅ種管）とＮＳ形管との比較
項目 ＮＳ形管 ( Ｅ種管 ) ＮＳ形管

継手の構造

継手の性能

同じ性能を有しています。
直管（伸縮離脱防止継手）

・ 伸 縮 量 ：± 40mm（管長の±1％）
・ 離脱防止力：3Ｄ kＮ（Ｄ：呼び径 mm）
・ 許容屈曲角度：4°

異形管（離脱防止継手）
・  離脱防止力：3Ｄ kＮ
・  曲 げ 強 度：限界曲げモーメントが

呼び径 75 は 4.4、 呼び径 100 は 7.4、
呼び径 150 は 17kＮ･ ｍ

管厚及び
質量

内面塗装
直　管： エポキシ樹脂粉体塗料に無機系材料を混

合した塗装
異形管： エポキシ樹脂粉体塗装

直　管： エポキシ樹脂粉体塗装又はセメントモルタ 
ルライニング

異形管： エポキシ樹脂粉体塗装
切管方法 受挿し短管（Ｎ - Ｌｉｎｋで接合）、Ｎ - Ｌｉｎｋ 切管用挿し口リング

直　管 直　管

継ぎ輪（メカニカルジョイント） 継ぎ輪（メカニカルジョイント）

直　管：Ｅ種管（DE）の 1 種類

異形管：1 種類（DF）

直　管：1 種管（D1）と 3 種管（D3）の 2 種類

異形管：1 種類（DF）

異形管（メカニカルジョイント） 異形管（プッシュオンジョイント）

呼び径 Ｅ種管
管厚 (mm) 鉄部質量 (kg)

 75 4.5  44.4
100 4.5  56.5
150 5.5 118 

呼び径
1 種管 3 種管

管厚(mm) 鉄部質量 (kg) 管厚(mm) 鉄部質量 (kg)
 75 7.5  69.6 6.0  59.0
100 7.5  89.6 6.0  75.7
150 7.5 159 6.0 133

呼び径 管厚 (mm)
 75 8.0
100 8.0
150 8.5

呼び径 管厚 (mm)
 75 8.5
100 8.5
150 9.0
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　設計水圧 1.0 ＭＰ a 以下の農業用水、下水道 ( 汚水・汚泥を除く ) などに用いるＡＬＷ形ダクタイル鋳鉄管は、
平成 27 年 2 月12 日付けで呼び径 300 ～ 400 を JDPA Ｇ 1053 として制定した。また、平成 27 年 8 月 6
日付けで呼び径 450 ～ 600 を JDPA Ｇ 1053-2 として制定した。さらに、平成 28 年 8 月 3 日付けで呼び
径 700、800 を追加、JDPA Ｇ 1053 と JDPA Ｇ 1053-2 を統合して改正した。
　ＡＬＷ形ダクタイル鋳鉄管の概要を下表に示す。

ＪＤＰＡ Ｇ １０５３ （ＡＬＷ形ダクタイル鋳鉄管）の改正

項目 呼び径 300 ～ 600 呼び径 700、800

継手の構造

直　管 直　管

異形管：JIS Ｇ 5527（ダクタイル鋳鉄異形管）及び JDPA Ｇ 1027（農業用水用ダクタイル鋳鉄管）の異形
管を使用する。
　JDPA Ｇ 1027 の異形管を下表に示す。

呼び径 異形管の種類
300 ～  600 Ｋ形両受曲管（90°、60°、45°、30°、22 1/2°、11 1/4°、5 5/8°）
600 ～ 1500 Ｋ形曲管（60°、30°）
300 ～ 2000 Ｔ形用継ぎ輪

注記　Ｋ形両受曲管及びＫ形曲管は、JDPA Ｇ 1027-2016 の改正によって追加した｡

管厚

直　管：

内面塗装 直　管：エポキシ樹脂粉体塗料に無機系材料を混合した塗装
外面塗装 合成樹脂塗料（褐色）

外観

直管

ＡＬＷ形ダクタイル鋳鉄管の管厚 単位㎜

管種 呼び径
300 350 400 450 500 600 700 800

ＡＬ1 種管  6.0  7.0  7.5  8.5  9.0 10.5 11.5 12.0
ＡＬ 2 種管  4.5  4.5  5.0  5.5  5.5  6.5  7.5  7.5

ＡＬＷ形ダクタイル鋳鉄管の概要

　ＮＳ形ダクタイル鋳鉄管（Ｅ種管）〔以下、ＮＳ形管（Ｅ種管）という。〕は、ＮＳ形ダクタイル鋳鉄管やＧＸ形ダ
クタイル鋳鉄管と同等の耐震性能と優れた施工性を有し、さらに、経済性と軽量化を実現した設計水圧 1.3 ＭＰ a
以下で使用する耐震管として、平成 27 年 12 月17 日付で呼び径 75、100 の直管の規格を制定した｡
　その後、直管と同様に経済性と軽量化を実現した異形管を追加して平成 28 年 6 月 3 日付で改正した。
　さらに、呼び径 150 を平成 28 年 10 月 6 日付けで制定した。
　ＮＳ形管（Ｅ種管）とＮＳ形管との比較を下表に示す。

ＪＤＰＡ Ｇ １０４２－２ 〔ＮＳ形ダクタイル鋳鉄管 (Ｅ種管 )〕の改正

ＮＳ形管（Ｅ種管）とＮＳ形管との比較
項目 ＮＳ形管 ( Ｅ種管 ) ＮＳ形管

継手の構造

継手の性能

同じ性能を有しています。
直管（伸縮離脱防止継手）

・ 伸 縮 量 ：± 40mm（管長の±1％）
・ 離脱防止力：3Ｄ kＮ（Ｄ：呼び径 mm）
・ 許容屈曲角度：4°

異形管（離脱防止継手）
・  離脱防止力：3Ｄ kＮ
・  曲 げ 強 度：限界曲げモーメントが

呼び径 75 は 4.4、 呼び径 100 は 7.4、
呼び径 150 は 17kＮ･ ｍ

管厚及び
質量

内面塗装
直　管： エポキシ樹脂粉体塗料に無機系材料を混

合した塗装
異形管： エポキシ樹脂粉体塗装

直　管： エポキシ樹脂粉体塗装又はセメントモルタ 
ルライニング

異形管： エポキシ樹脂粉体塗装
切管方法 受挿し短管（Ｎ - Ｌｉｎｋで接合）、Ｎ - Ｌｉｎｋ 切管用挿し口リング

直　管 直　管

継ぎ輪（メカニカルジョイント） 継ぎ輪（メカニカルジョイント）

直　管：Ｅ種管（DE）の 1 種類

異形管：1 種類（DF）

直　管：1 種管（D1）と 3 種管（D3）の 2 種類

異形管：1 種類（DF）

異形管（メカニカルジョイント） 異形管（プッシュオンジョイント）

呼び径 Ｅ種管
管厚 (mm) 鉄部質量 (kg)

 75 4.5  44.4
100 4.5  56.5
150 5.5 118 

呼び径
1 種管 3 種管

管厚(mm) 鉄部質量 (kg) 管厚(mm) 鉄部質量 (kg)
 75 7.5  69.6 6.0  59.0
100 7.5  89.6 6.0  75.7
150 7.5 159 6.0 133

呼び径 管厚 (mm)
 75 8.0
100 8.0
150 8.5

呼び径 管厚 (mm)
 75 8.5
100 8.5
150 9.0















対談：「熊本地震における管路被害の状況について　～これからやるべきこと～」
速報：2016年熊本地震での地盤変状および水道管路被害状況調査結果
技術レポート：京都市、木津川市、北千葉広域水道企業団、阪神水道企業団、
　　　　　　　日本下水道事業団　関東・北陸総合事務所
誌上講座：ＮＳ形ダクタイル鉄管E種管のご紹介
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